
栽培ガイド /  アガベ ユタエンシス

アガベ ユタエンシス
Agave utahensis
キジカクシ科 / Asparagaceae

北限のアガベ、石灰岩の申し子。象牙白の長大な頂刺と

属内最高水準の耐寒性を兼ね備え、変種・選抜クローン

の多様さがコレクター心をつかむ実生挑戦しがいのある

一種。

基本データ

成長期
夏型（春〜秋生育、成長は

極めて緩慢）

耐寒温度

非常に高い（乾燥時−18〜
−23℃の記録。ただし冬は
乾かす）

日照
日なた（強い日照。徒長・

軟弱化を防ぐ）

播種適期 4〜6月（春〜初夏）

発芽日数 20〜25℃で2〜7日

主原産地

アメリカ南西部（モハベ砂

漠〜グレートベースンの石

灰岩地・高標高）

概要・魅力

アガベ・ユタエンシス（Agave utahensis）は、ユタ州・ネバ
ダ州・アリゾナ州・カリフォルニア州東部にまたがる石灰岩の

荒野に自生する、アガベ属の中でも特別な存在です。北緯約37
度付近を北限とし、アガベ属でもっとも北方・高所に分布する

種として知られます。小型〜中型のロゼットながら、頂刺の美

しさと桁違いの耐寒性を兼ね備え、世界のコレクターから強い

支持を受ける人気種です。

自生地はモハベ砂漠からグレートベースン・コロラド高原に至

る広大なエリアで、標高600mの低地砂漠から2,700mを超える
高原地帯まで分布します。特筆すべきは石灰岩の割れ目や礫地

に少量の土だけで根を張る強靭さで、乾燥した岩盤から直接生

えているように見えることも珍しくありません。年間降水量

150〜300mmの過酷な環境で磨かれたこの種は、乾燥状態であ
れば−18〜−23℃にも耐えるという、アガベ属内でも最高水準の
耐寒性を誇ります。

アガベはCAM型（景天酸代謝型）光合成を行う植物です。夜間
に気孔を開いてCO₂を取り込み、昼間は気孔を閉じることで水分
の蒸散を最小限に抑えます。このしくみにより一般的なC3植物
の2〜4倍に達する水利用効率を実現し、石灰岩の割れ目という
極限の環境での生育を支えています。種名「utahensis」は、
1871年にジョージ・エングルマンがユタ州セント・ジョージ産
の標本をもとに初記載した際に、産地であるユタ州にちなんで

命名したものです。

分類上は以下の4つの分類群が認められており、それぞれ見た
目・生態・園芸的な魅力が大きく異なります。

var. utahensis（基本変種）：ユタ・ネバダ・アリゾナ・カ
リフォルニアに広く分布するスタンダードな型。灰色〜灰白

色で2〜4cm程度の頂刺を持ち、葉は緑〜灰緑色。種の中で
もっとも流通量が多い。

var. nevadensis（ネバダアガベ）：高標高への紫外線適応
による顕著な青緑色（グロークス）の葉が特徴。子株を旺盛

に出してマット状の群落をつくり、頂刺は波打つことが多

い。クローン群体は潜在的に数百年の年齢を持つ可能性があ

るとされる。

var. eborispina（象牙刺アガベ）：ラテン語でebur（象牙）
＋spina（刺）を意味する名が示す通り、成熟すると象牙白
色の頂刺が10〜20cmに伸びるのが最大の魅力。通常は単株
性で子株をほとんど出さず、世界中のコレクターからもっと

も熱望される分類群。

subsp. kaibabensis（カイバブアガベ）：グランドキャニオ
ン北縁のカイバブ高原を中心に分布する最大・最耐寒の分類

群。直径60cm超に達し、他の分類群と異なる大型のパニク
ル型花序（花茎最大9m）を形成する独自性を持つ。

実生流通の中心となる var. eborispina には、さらに園芸上の選
抜クローンが存在します（いずれも学術記載のない、流通上の

呼称です）。

'Hayford'：ネバダ州シープ・レンジ産とされる小型コンパ
クトなクローン。頂刺はまっすぐで最大18cm前後に伸び、
白さが際立つ。

'Corkscrew'：ネバダ州南部の非常に限られた小集団に由来
するとされ、刺がらせん状にねじれる（コークスクリュー

形）という独自の形質が最大の識別点。ねじれ形質は種子か

ら必ずしも再現しない。

'Vegas'：ラスベガス近郊産とされ、他の2クローンより明ら
かに大型（ロゼット最大径約75cm）になる点が特徴。若い
刺は赤みを帯び、成熟すると白〜象牙色になる。

Agave utahensis は古気候研究にも役立てられて
きた興味深い種です。CAM型光合成による炭素同
位体比がパックラット（齧歯類）の化石糞から検

出でき、約12,000年前のヤンガードリアス期にグ
ランドキャニオンの冬の最低気温が現代より約7〜
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9℃低かったことを推算した研究があります。ま
た、var. nevadensis の株群は子株を出しながらク
ローン増殖を続け、群体が潜在的に数百年に及ぶ

可能性があるとされます。先住民（サウザン・パ

イユート族など）も少なくとも7,000年以上にわた
ってこの種を食料・繊維として利用してきた記録

が残り、自生地全域にローストピット（土窯跡）

が現存しています。

開花するまでに野生では10〜20年、栽培下では20〜30年以上か
かるモノカルピック（一回結実性）の植物で、開花後は親株が

枯死します。しかしそのぶん、株が一生をかけてつくり上げる

姿を間近で見守る特別な喜びがあります。SEEDSTOCKでは var.
utahensis・var. eborispina をはじめとする種子を取り扱ってい
ます。北限のアガベを種から育てる体験をぜひお試しくださ

い。

置き場所

アガベ・ユタエンシスは強い直射日光を好みます。光量が不足

すると葉が間延びして軟弱になり（徒長）、本来のコンパクトで

締まったロゼットの美しさが損なわれます。特に実生の段階では

光量が株の締まりに直結するため、できる限りよく日の当たる

場所を確保することが重要です。

通年・屋外が基本

自生地のユタ・ネバダ・アリゾナでは夏の日中気温が38〜43℃
に達し、冬は−10〜−20℃になる過酷な環境です。乾燥した状態
を保てれば耐寒性は非常に高く、条件が整えば屋外越冬も可能

です。ただし日本の高温多湿な夏と梅雨の蒸れが最大のリスク

であり、自生地では経験しないような高湿度・蒸れが株を弱ら

せます。

春（3〜5月）
気温が上がり始めたら屋外のよく日の当たる場所に置きます。

室内に置く場合は南向き・西向きの明るい窓辺を選びます。寒

の戻りで最低気温が0℃以下になる日は注意が必要ですが、乾燥
した状態であれば短期間の霜程度は耐えます。

梅雨〜夏（6〜9月）
雨よけが最重要です。雨水が直接根元に当たり続けると根腐れ

や軟腐のリスクが急増します。軒下・パーゴラ・屋根付きの場

所に置き、直射日光は確保しながら雨水だけ遮断する環境が理

想です。通気も重要で、風通しの悪い場所は蒸れの原因になり

ます。夏の強光で葉焼けが心配な場合は、20〜30%程度の遮光
ネットを一時的に使用しても構いません。

秋（10〜11月）
引き続き屋外でよく日を当てます。気温が下がるにつれて水や

りを絞り、乾燥した状態に移行させながら越冬の準備をしま

す。

冬（11〜3月）
乾燥が確保できるなら雨よけのある軒下での屋外越冬が理想で

す。霜や雪に直接当たるよりも、雨雪で濡れたまま低温にさらさ

れることが最大の危険です。室内管理する場合は南向きの明る

い窓辺を確保し、サーキュレーターで空気を動かして蒸れを防

ぎます。

「直射日光＋雨よけ」がこの種の置き場所の合言

葉です。自生地は年間を通じて湿度が極めて低

く、岩盤に根を張る環境。日本の蒸れから株を守

ることが、長期育成の最大のポイントです。

水やり

アガベ・ユタエンシスの水やりは極めて控えめが基本です。自

生地の年間降水量はわずか150〜300mmで、それも夏の雷雨に
集中し、冬はほぼ完全に乾燥します。この環境を意識すること

が、この種を健全に育てる最大のコツです。

生育期（4〜10月）
用土が完全に乾いたことを確認してから、鉢底から流れ出るま

でたっぷり与えます。「少量をちょこちょこ」より「しっかり乾

かしてからたっぷり」のメリハリが根を丈夫に育てます。梅

雨〜真夏の高温多湿期は、用土が乾いたことを確認してからさ

らに2〜3日待つくらいが安全です。鉢の重さを持ち上げて乾燥
度合いを判断する方法が実践的です。

秋以降（10〜11月）
気温の低下とともに水やりを徐々に減らします。月1〜2回程度
に抑えながら、乾燥した状態へ移行させます。

冬（11〜3月）：断水が生死を分ける
冬に濡らさないことが、耐寒性の高さ以上に生死を分けます。

低温下で根に水分が残ると、凍結しなくても腐敗が急速に進み

ます。自生地の冬は降水量がほぼゼロであることを念頭に、こ

の時期は基本的に断水します。株全体の葉が著しくしおれて張

りを失ったときのみ、ごく少量を与える程度で十分です。「低温

＋湿り」こそが最大の危険であり、寒さよりも乾燥を徹底する

ことが越冬成功の鍵です。

冬の断水を徹底するだけで、根腐れのリスクは劇

的に下がります。「冬はほぼ水をやらない」という

意識を持つことが、この種を長く健康に育てるい

ちばんの近道です。迷ったらもう数日待つ、が正

解です。

用土・植替え

アガベ・ユタエンシスの自生地は石灰岩由来のアルカリ性土壌

（pH 7.0〜8.5）で、排水性が極端によく有機物がほとんどあり
ません。この環境に適応しているため、栽培用土も排水性・通

気性を最優先に配合します。
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用土の配合例

基本配合（無機質主体）：軽石（小粒）4 ＋ 日向土（小粒）
3 ＋ 鹿沼土（小粒）3。水はけを第一に考えた無機質中心の
配合。乾きが悪ければ軽石の割合を増やす。

自生地に近い配合：上記に砕いた石灰岩・苦灰岩（ドロマイ

ト）の小石や苦土石灰をごく少量加え、pHをアルカリ寄り
に調整する。石灰質の土壌を好む種のため、弱アルカリ性の

用土が理にかなっている。

実生初期用：赤玉土（細粒）＋ 鹿沼土（細粒）を1:1でベー
ス用土とし、播種面にバーミキュライトを薄く敷く。実生期

は有機物・堆肥を混ぜない（カビ・病原菌の温床になる）。

市販のサボテン・多肉植物用培養土は水はけが不足することが

あるため、軽石やパーライトを追加して改良するとよいでしょ

う。鉢底には粒の大きめの軽石を敷くと排水性がさらに向上し

ます。

鉢の選び方

素焼き鉢や底穴のある通気性のよい鉢を選びます。プラスチッ

ク鉢を使う場合は底穴を複数あけることを推奨します。受け皿

に水をためたままにしないことが基本です。鉢サイズは根の量

に対してやや小さめにとどめると、用土の乾きが早くなり過湿

を防げます。

植替えの時期と頻度

適期は4〜6月（気温が安定して上がる生育期の入り口）です。
真夏と冬は避けましょう。

この種は成長が属内でも最遅レベルで非常に緩慢であり、根詰

まりするまでに数年〜それ以上かかることも珍しくありませ

ん。根が鉢底から出てきたとき、または用土の排水性が著しく

落ちたときが植替えのサインです。不必要な植替えは根を傷め

るため、根詰まりしていなければ放置が正解です。植替え時は

古土を落とし、傷んだ根を整理します。切り口を数日間陰干し

して乾燥させてから新しい用土に植え付け、その後数日〜1週間
は水やりを控えます。

発芽のさせ方

アガベ・ユタエンシスの実生（種まき）において最大の敵は

カビと過湿です。温度管理と清潔さを徹底すれば発芽自体は

比較的スムーズで、適切な条件下では早ければ2〜3日で芽が
動き始めます。播種に適した時期は4〜6月（春〜初夏）で、
安定して20〜25℃が確保できる頃が理想です。

選抜クローンの実生について知っておくべき

こと

'Corkscrew'・'Hayford'・'Vegas' といった選抜クローンの種
子から育てても、親と同じ刺の形質が必ず再現するわけでは

ありません。 'Corkscrew' のらせん状ねじれ刺は遺伝的に固
定された品種形質ではなく、自然個体の選抜表現型であるた

め、実生の大半は直刺になります。var. eborispina の実生全
般においても、頂刺の長さ・白さ・太さには個体差が出ま

す。実生の醍醐味は、その「ばらつき」の中から優れた個体

を育てる過程にあります。選抜クローンを確実に維持するに

は、子株や組織培養による栄養繁殖が必要です。

発芽までの手順

1. 用土を準備して殺菌する：赤玉土（細粒）＋ 鹿沼土（細
粒）を1:1で混ぜた用土を容器に入れ、熱湯消毒または電
子レンジ加熱で殺菌します。古土の使い回しは避けまし

ょう。

2. 種子を殺菌剤液に浸漬する：ダコニール1000またはベン
レート水和剤の規定希釈液に種子を12〜24時間浸漬しま
す。カビ（ダンピングオフ）予防に非常に有効で、浸漬

中に種子が自然に吸水します。

3. 表面播きにする（覆土は薄く）：湿らせた用土の表面に種
子が重ならないようにばらまきます。覆土はしないか、

バーミキュライトをごく薄く（種子の半分が隠れる程度）

かける程度にとどめます。光を完全に遮らないのがポイ

ントです。

4. 腰水＋ラップで高湿度を保つ：容器を水を張ったトレー
に置いて腰水管理にし、ラップや透明な蓋で密閉して

90〜100%近い高湿度を維持します。上からの水やりは種
を動かすため、発芽まで腰水のみで管理します。

5. 温度を管理する：発芽適温は20〜25℃、夜温18℃以上が
目安です。上限は28℃程度。気温が低い時期はヒーター
マットを使うと安定します。強い直射は当初避け、明る

い半日陰に置きます。

6. 発芽を待つ：適温・適湿を維持できれば2〜7日で発芽が
始まり、1週間ほどで大半が出揃います。2週間を過ぎて
も発芽がなければ、温度か湿度を再確認しましょう。

7. カビ対策を続ける：数日おきにダコニールなどの殺菌剤
をごく薄くスプレーします。カビが発生した種子や苗は

速やかに取り除きます。

8. 発芽後の管理：大半が発芽したら蓋やラップを少しずつ
外して通気を確保します。一気に外すと乾燥で苗が傷む

ため、数日かけて段階的に慣らします。直射日光は徐々

に当て、最初の数週間は明るい半日陰で管理します。腰

水は根が定着するまで続けます。

9. 鉢上げ：本葉が2〜3枚展開したら個別のポットへ鉢上げ
します。この種は成長が非常に遅いため、鉢上げできる

サイズになるまで4ヶ月〜半年以上かかることも普通で
す。気長に見守りましょう。

SEEDSTOCKの種子は播種前の殺菌剤浸漬を行っ
てから使用することを強くおすすめします。

eborispina の実生は成長速度が特に遅く、見応
えのある株になるまで数年〜10年以上を覚悟し
てください。だからこそ早く始めることが大切

です。

病害虫・トラブル

アガベ・ユタエンシスは適切な環境で育てれば病害虫に強い属

ですが、過湿・蒸れ・日照不足に起因するトラブルがほとんど

を占めます。早期発見と予防が何より重要です。

© 2026 SEEDSTOCK 3 / 4 https://seedstock.jp



根腐れ・軟腐（最大のリスク）

過湿と蒸れによる根腐れ・軟腐がこの種の最大の弱点です。特

に梅雨〜夏の高温多湿期と冬の不用意な水やりが原因になりや

すく、低温そのものより「低温＋過湿」の組み合わせが危険で

す。葉の根元が柔らかくなる・色が変わる・異臭がするといっ

たサインが出たら速やかに鉢から抜いて根を確認します。腐敗

部を清潔なカッターで切り取り、切り口を数日間乾燥させてか

ら新しい用土に植え直します。重症の場合は回復が難しいた

め、排水性の高い用土・雨よけ・冬の断水による予防が最善策

です。

コナカイガラムシ・ネジラミ

コナカイガラムシ：葉の付け根や生長点付近に白い綿状の塊

として発生します。綿棒にアルコールを含ませて拭き取る

か、殺虫剤（アクテリック乳剤等）を散布して対処します。

ネジラミ（ネコナカイガラムシ）：根に寄生して白い粉状の

塊を形成します。生育不振が続く場合は植替え時に根を観察

して確認します。感染が確認されたら根を水でよく洗い流

し、殺虫剤（オルトラン粒剤等）を土壌に処理します。

徒長（軟弱化）

日照不足が原因で葉が間延びし、本来のコンパクトで締まった

ロゼットが崩れます。いったん徒長した部分は元には戻りませ

ん。直射日光を十分に当て、水やりを控えめにすることで予防

します。室内管理が続く冬は特に注意が必要です。

葉の日焼け（急な直射）

長期間室内に置いた株を急に強い直射日光に当てると、葉に

白〜茶色の焼け跡が残ります。屋外に出す際は数日〜1週間かけ
て段階的に光量を増やす「順化」が必要です。

カビ（実生期）

実生の発芽から初期育成にかけて、高湿度管理の影響でカビが

発生しやすい時期です。ダコニールなどの殺菌剤を定期的に薄

くスプレーし、発生したカビはすぐに除去します。用土の熱湯

殺菌も有効な予防策です。

この種のトラブルの大半は水管理にあります。「乾

かしすぎ」より「濡らしすぎ」のほうが致命的で

す。管理に迷ったらもう数日待つ、を心がけまし

ょう。SEEDSTOCKでは育成に関するご相談もお気
軽にどうぞ。

🖊️ 栽培メモ

アガベ ユタエンシスの種子を探す
QRを読み取る／seedstock.jp

© 2026 SEEDSTOCK 4 / 4 https://seedstock.jp


